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１０
月
２9
日
か
ら
11
月
１
日
ま

で
の
日
程
で
、
工
藤
市
長
を
は

じ
め
、
市
内
団
体
や
一
般
で
応

募
さ
れ
た
市
民
の
ほ
か
、
市
内

高
校
生
な
ど
、
稚
内
市
民
訪
問

団
38
名
が
枕
崎
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）が
稚
内

空
港
就
航
10
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
同
じ
10
周
年
繋
が
り

を
記
念
し
、
稚
内
空
港
か
ら
鹿

児
島
空
港
ま
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー

機
を
手
配
。
緑
色
の
機
体
に
乗

り
込
み
、
約
３
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
。
乗
り
換
え
な
し
の
直
行
便

の
た
め
、
あ
っ
と
い
う
間
の
空

旅
で
し
た
。

　
２9
日
の
夜
、
鹿
児
島
空
港
に

到
着
し
た
市
民
訪
問
団
一
行
は
、

鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
泊
。

翌
30
日
、
ホ
テ
ル
の
従
業
員
の

鹿
児
島
弁
で「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」の
意
味
の「
あ
い

が
と
も
さ
げ
も
し
た
」の
見
送

り
で
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
バ

ス
で
観
光
地
の「
長
崎
鼻
パ
ー

キ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
」と「
龍
宮

神
社
」を
視
察
。
そ
の
後
、
日

本
最
南
端
の
駅
で
あ
る「
西
大

山
駅
」で
普
通
列
車
に
乗
車
し
、

友
好
都
市
締
結
の
き
っ
か
け
で

も
あ
る
枕
崎
駅
ま
で
約
１
時
間

の
移
動
。
駅
に
到
着
す
る
な

り
、
前ま

え
だ田

祝の
り
し
げ成

枕
崎
市
長
を

は
じ
め
、
関
係
者
や
枕
崎
市
民

約
１
０
０
人
が
、
訪
問
団
一
行

を
お
出
迎
え
。鹿
児
島
弁
で「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」の
意
味

の「
お
じ
ゃ
っ
た
も
ん
せ
！
」の

横
断
幕
や
仮
装
、
手
づ
く
り
の

旗
を
持
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
行
は
早
速
、
枕
崎
市
内
の

観
光
地
を
視
察
。
ま
ず
は
枕
崎

市
と
言
え
ば「
カ
ツ
オ
」と
い
う

こ
と
で
、
昼
食
を
兼
ね
て「
枕

崎
お
魚
セ
ン
タ
ー
」に
向
か
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
カ
ツ
オ

の
藁
焼
き
を
体
験
。

半
分
に
し
た
ド
ラ
ム
カ
ン
の
中

に
藁
を
入
れ
、
網
の
上
で
カ
ツ

オ
を
豪
快
に
焼
い
て
い
き
ま
す
。

い
い
香
り
が
立
ち
込
め
、
食
欲

を
そ
そ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
で

焼
い
た
カ
ツ
オ
を
タ
タ
キ
に
し

て
、
い
ざ
実
食
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
格
別
の
美
味
し
さ
で
し

た
。

　
続
い
て
、「
火ひ

の
か
み

之
神
公
園
」を

視
察
。
そ
こ
で
は
、
火
の
神
乙

女
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
４

曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
表
情

豊
か
に
楽
し
み
な
が
ら
太
鼓
を

叩
く
姿
は
圧
巻
。
ま
た
、
一
行

が
実
際
に
太
鼓
を
叩
く
体
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
感

動
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
か
ら
続
く
九
州
最

南
端
の
焼
酎
蔵
で
あ
る「
薩
摩

酒
造
明
治
蔵
」で
は
、
芋
焼
酎

稚内市民訪問団稚内市民訪問団  友好都市で友好都市で“絆”“絆”を深めるを深める

「
さ
つ
ま
白
波
」の
工
場
な
ど
を

見
学
し
、
焼
酎
が
出
来
る
ま
で

の
工
程
な
ど
を
学
び
、
枕
崎
市

の
自
然
や
文
化
、
歴
史
に
触
れ

ま
し
た
。

　
夜
は
、「
花け

ど
が
わ

渡
川
ビ
ア
ハ
ウ

ス
」で
歓
迎
交
流
会
に
参
加
。

前
田
市
長
か
ら「
関
係
団
体
の

積
極
的
な
交
流
に
よ
り
充
実
し

た
10
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
青
少
年
交
流
な
ど
、
色
ん

な
世
代
で
お
付
き
合
い
で
き
て

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」と
挨
拶
さ
れ
、
工
藤
市
長

か
ら
は「
鉄
路
で
結
ば
れ
た
ご

縁
、
こ
れ
か
ら
の
20
年
、
30
年

と
、
末
永
く
お
付
き
合
い
出
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」と

述
べ
ら
れ
、
記
念
品
で
あ
る
木

製
の「
北
防
波
堤
ド
ー
ム
」の
模

型
を
手
渡
し
ま
し
た
。

鹿児島県枕崎市鹿児島県枕崎市

　平成24年4月に鉄道の最南端・最北端の始発・
終着駅を有する都市として、鹿児島県「枕崎市」と本
市が友好都市を締結し、今年で10周年を迎えました。
　これを記念して、稚内市民訪問団を結成し、枕崎
市を訪問しました。

　
乾
杯
の
あ
と
、「
き
び
な
ご
」

や「
さ
つ
ま
揚
げ
」、「
こ
が
焼

き
」な
ど
、
鹿
児
島
の
郷
土
料

理
や
お
ふ
く
ろ
の
味
に
舌
鼓
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
鹿
児

島
水
産
高
校「
カ
ツ
オ
捌
き
隊
」

に
よ
る
解
体
シ
ョ
ー
や
カ
ツ
オ

節
削
り
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
歓
迎
会
に
は
、

今
年
６
月
に
本
市
を
訪
問
し
た
、

枕
崎
市
民
訪
問
団
の
方
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
一
行
は
再
会
を

喜
び
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
枕
崎
市
訪
問
最
終
日
と
な
っ

た
31
日
、
平
日
の
朝
早
く
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
前
田
市
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
前
日
の
お
出
迎
え
と
同
様
、

温
か
く
お
見
送
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
訪
問
団
一
行
は
、
笑
顔

で
別
れ
を
告
げ
、
再
会
を
約
束
。

　
両
市
長
が
挨
拶
で
語
っ
た
よ

う
に「
こ
の
関
係
を
末
永
く
続

け
た
い
。」と
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
感
じ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
し
、
両
市
の
絆
の
強
さ
を
再

確
認
す
る
意
義
深
い
訪
問
と
な

り
ま
し
た
。

FDAの機体に乗り込む前に記念FDAの機体に乗り込む前に記念写真写真ホテル従業員によるホテル従業員による見送り見送り

出迎える枕崎市出迎える枕崎市の皆さんの皆さん

太鼓の叩き方を教わる市民訪問団太鼓の叩き方を教わる市民訪問団

前田市長へ記念品を贈呈前田市長へ記念品を贈呈 焼酎が出来るまでの工程を学ぶ焼酎が出来るまでの工程を学ぶ

両市長も参戦！カツオ節削り大会両市長も参戦！カツオ節削り大会

カツオの藁焼き体験の様子カツオの藁焼き体験の様子


